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技術移転活動

オープンセミナー（リサーチ）
平成21年11月18日
「白金に替わるカーボン材料」

～群馬大学における燃料電池触媒カーボンの開発～

平成21年 6月20～21：第８回産学官連携推進会議（京都市）

6月22日：第５回群馬産学官連携推進会議（前橋市）

7月3日：新潟県原子力活用協議会 放射線活用セミナー（三条市）

8月8～9：第4回高崎量子応用研究シンポジウム（高崎市）

8月28日：産学連携支援センター埼玉 第2回産学連携セミナー（さいたま市）

10月7日：産学官連帯フェスタ（前橋市）

11月7～8日：高崎産業祭ものとぴあ（高崎市）

11月9日：産学連携支援センター埼玉 第3回産学連携セミナー（さいたま市）

11月25～27日：アグリビジネス創出フェア2009 （幕張メッセ）

＝ 高崎市民に放射線利用技術を紹介＝

アグリビジネス創出フェア2009

平成21年11月25～27日、幕張メッセにおいて「アグリビジネス創出フェア2009 」が開催されました。原子

力機構のブースでは、主に高崎研で得られた研究開発成果を利用した農業・農芸分野の実用化製品の展

示説明を行いました。

イオンビーム育種により開発した新品種の花や窒素酸化物をよく吸収する

つる性植物、カニ殻から得られるキトサンを加工した植物活力剤とそれにより

栽培されたシクラメン、セルロースを原料としたゲルを用いて水分による収縮

を抑制できる越前和紙およびゲル入り手漉き和紙加工品、耐熱性ポリ乳酸デ

モレンズ等をポスターと製品展示により紹介し、アグリ分野でも放射線利用技

術が有効であることをピーアールしました。中でも、シクラメンは、大きくてきれ

いな花を付けており来場者に好評を博しました。
展示説明風景

技術移転成果を華やかに展示

展示シクラメン 展示シクラメン

11月7日（土）、8日（日）の両日、高崎問屋街センターで「たかさき産業祭ものとぴあ」が開催されました。

この催しは、3年に１度開催されているもので、市民にも地元の産業や製品を知ってほしいと高崎の企業

が多数出展しました。高崎研からは、放射線利用技術を紹介するとともに、市販されて手近に購入可能な

靴擦れ緩衝材「ジェルプロテクター」の試供品を配布し、放射線利用技術が身近な製品に使用されている

ことを紹介しました。
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「高崎産業祭ものとぴあ」
での展示説明風景


